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『タマネギのべと病越冬罹病株の防除』 

役立つ営農情報を皆様に！！ 作成者：岡山西広域営農経済センター 総合指導課 
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 2 月になり、べと病越冬罹病株の発生が確認されました。これから暖かくなるに従い、発

生が増える可能性がありますので先手を打って防除を行いましょう。 

越冬罹病株の抜き取り 

越冬罹病株とは前年秋に感染したべと病菌が、葉内に潜伏した状態で冬を越し、2月頃か

ら全身感染症状として、病徴が現れる株のことです。 

放置しておくと胞子がほ場全体に蔓延し２次感染を繰り返します。見つけ次第抜き取りほ

場外に持ち出し焼却もしくは土中深く埋めて処分します。 

2～3 月は特にほ場をよく観察し、越冬罹病株の早期発見、早期抜き取りに努めてください。 

写真 べと病越冬罹病株 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《越冬罹病株の特徴》 

・葉が湾曲し、黄色っぽくなってツヤが無くなり灰色のカビを生じます。 

・ほ場で健全株と比べると草丈が低く見えます。 

 

薬剤散布 

・越冬罹病株の抜き取りを行い、べと病菌の密度を減らしてから散布を行うと効果的です。 

・3 月からは防除間隔を 7～10 日とし、3 月中に 3 回は防除を行ってください。 

・展着剤を混用し雨の合間をみて防除を行ってください。 

・FRAC コードの異なる薬剤をローテーション散布してください。   

   タマネギのべと病登録農薬の例  令和４年 2 月時点 


